
Title 国際政治における情動とリアリズム :
日独伊三国軍事同盟を事例として

Sub Title Emotion and realism in international politics : a case study of the
Tripartite Pact

Author 伊藤, 隆太(Ito, Ryuta)
Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科内『法学政治学論究』刊行会

Publication
year

2014

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu :
Journal of law and political studies). Vol.100, (2014. 3) ,p.155- 185 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10086101-20140315-0155

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


国際政治における情動とリアリズム

155

一
　
は
じ
め
に

二
　
情
動
と
リ
ア
リ
ズ
ム

三
　
情
動
学
習
モ
デ
ル

四
　
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム

五
　
日
本
の
対
米
開
戦

六
　
お
わ
り
に

 

伊

藤

隆

太

国
際
政
治
に
お
け
る
情
動
と
リ
ア
リ
ズ
ム

―
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
を
事
例
と
し
て

―



法学政治学論究　第100号（2014.3）

156

一
　
は
じ
め
に

　
人
間
の
心
は
ロ
ッ
ク
が
主
張
す
る
よ
う
に
生
ま
れ
（nature

）
で
は
な
く
育
ち
（nurture

）
が
重
要
な
空
白
の
石
版
（blank slate

）
な

の
だ
ろ
う（
1
）か。

人
間
の
心
が
空
白
の
石
版
な
ら
ば
新
た
な
情
報
を
受
け
て
政
策
決
定
者
は
既
存
の
信
念
を
適
切
に
更
新
す
る
と
い
う
ネ
オ

リ
ア
リ
ズ
ム
や
合
理
的
選
択
理
論
、
社
会
的
相
互
作
用
を
通
じ
て
文
化
や
規
範
を
学
習
す
る
と
い
う
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
主
張

は
正
し
い
。
人
間
の
心
が
空
白
の
石
版
な
ら
ば
利
益
、
文
化
、
動
機
、
認
識
を
は
じ
め
と
す
る
後
天
的
要
因
が
生
得
的
に
備
わ
っ
て
い
る

情
動
と
い
う
先
天
的
要
因
を
凌
駕
し
て
い
る
（
あ
る
い
は
先
天
的
要
因
は
存
在
し
な
い
）
は
ず
だ
か
ら
、
国
際
政
治
理
論
は
生
ま
れ
を
重
視

す
る
生
物
学
で
は
な
く
育
ち
を
重
視
す
る
社
会
学
や
経
済
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
研
究
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理
に
基
づ
い
て

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
は
言
う
ま
で
も
な
く
リ
ア
リ
ズ
ム
で
さ
え
も
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
と
社
会

学
を
援
用
し
て
ウ
ォ
ル
ツ
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
以（
2
）降、
行
動
主
義
の
波
に
乗
っ
て
第
一
イ
メ
ー
ジ
の
人
間
性
（hum

an nature

）
の
一
部

で
あ
る
情
動
と
い
う
生
得
的
な
概
念
の
排
除
を
試
み
て
き（
3
）た。

そ
の
結
果
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
や
ニ
ー
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ク
ラ
シ
カ

ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
情
動
に
関
す
る
芳
醇
な
洞
察（
4
）は、
ト
ー
ト
ロ
ジ
カ
ル
（
例
え
ば
、
人
間
の
本
性
が
邪
悪
だ
か
ら
戦
争
が
起
き
る
）
な
叙
述

と
否
定
さ
れ
て
、
情
動
は
意
思
決
定
に
有
害
な
バ
イ
ア
ス
と
す
ら
論
じ
ら
れ
て
き（
5
）た。

　
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
育
ち
を
重
視
す
る
社
会
学
・
経
済
学
的
要
因
に
か
た
よ
っ
た
国
際
政
治
理
論
研
究
の
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
不
十

分
で
あ
る
と
考
え
る
。
人
間
と
い
う
生
物
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
国
際
政
治
の
分
析
に
は
育
ち
を
重
視
す
る
社
会
学
・
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
み
な
ら
ず
、
生
ま
れ
を
重
視
す
る
生
物
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
不
可
欠
で
あ（
6
）る。
こ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
本
稿
で
は
、
生
ま
れ
を
重

視
す
る
生
物
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
代
表
的
な
生
得
的
要
因
で
あ
る
情
動
が
、
国
際
政
治
の
動
態
に
一
定
の
制
約
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
説

明
す
る
。
脳
科
学
の
進
展
は
人
間
の
心
が
空
白
の
石
版
で
あ
る
と
い
う
デ
カ
ル
ト
の
主
張
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し（
7
）て、

ク
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ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
が
主
張
し
て
き
た
情
動
の
重
要
性
を
再
発
見
さ
せ（
8
）た。
情
動
が
意
思
決
定
の
阻
害
要
因
で
は
な
く
、
合
理
的
判

断
の
基
盤
的
要
因
で
あ
る
こ
と
は
現
在
で
は
情
動
研
究
の
前
提
と
な
っ
て
い（
9
）る。

さ
ら
に
近
年
の
脳
科
学
は
こ
の
前
提
に
基
づ
い
て
、
情

動
が
人
間
の
学
習
効
率
に
与
え
る
体
系
的
な
因
果
効
果
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
情
動
は
学
習
促
進
型
の
情
動
（
例
え
ば
、
恐

怖
・
不
安
・
懸
念
）
と
学
習
抑
制
型
の
情
動
（
例
え
ば
、
不
満
・
怒
り
・
激
怒
・
情
熱
）
に
分
け
ら
れ
る
。
二
つ
の
タ
イ
プ
の
情
動
は
政
策
決

定
者
の
意
思
決
定
に
著
し
く
異
な
る
影
響
を
与
え
る
。
し
か
し
情
動
が
人
間
の
学
習
効
率
に
与
え
る
体
系
的
な
因
果
効
果
を
分
析
し
た
研

究
は
今
ま
で
の
国
際
政
治
論
の
分
野
に
は
存
在
し
な
い
。
国
際
政
治
理
論
家
は
情
動
が
政
策
決
定
者
に
合
理
性
や
戦
略
性
を
与
え
る
と
論

じ
た
）
10
（

り
、
一
部
の
特
定
の
情
動
を
分
析
し
た
）
11
（

り
、
す
る
だ
け
で
は
な
く
情
動
が
人
間
の
学
習
効
率
に
与
え
る
体
系
的
な
因
果
効
果
を
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
情
動
は
国
際
シ
ス
テ
ム
の
勢
力
均
衡
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
目
的
は
、
情
動
に
基
づ
い
て
リ

ア
リ
ズ
ム
の
勢
力
均
衡
理
）
12
（
論
の
パ
ズ
ル

―
ど
の
よ
う
に
国
家
は
勢
力
均
衡
行
動
を
決
定
す
る
の
か

―
を
理
論
・
方
法
論
の
観
点
か
ら

再
解
釈
す
る
こ
と
に
あ
）
13
（

る
。
国
際
政
治
に
お
け
る
情
動
の
重
要
性
が
近
年
に
理
論
家
の
間
で
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

情
動
に
基
づ
い
て
リ
ア
リ
ズ
ム
の
勢
力
均
衡
論
の
パ
ズ
ル
を
再
考
察
す
る
試
み
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
先

行
研
究
の
問
題
点
を
、
情
動
が
人
間
の
学
習
効
率
に
与
え
る
体
系
的
な
因
果
効
果
が
国
際
シ
ス
テ
ム
の
勢
力
均
衡
を
形
成
す
る
、
因
果
論

理
の
解
明
を
通
じ
て
理
論
・
方
法
論
の
観
点
か
ら
解
決
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
情
動
理
論
に
基
づ
い
た
情
動
学
習
モ
デ
ル
と
い
う
新
た
な

分
析
枠
組
み
を
リ
ア
リ
ズ
ム
に
応
用
し
て
、
勢
力
均
衡
理
論
の
パ
ズ
ル
を
解
く
理
論
枠
組
み
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
こ
の
理
論
枠
組
み

―
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム

―
の
因
果
論
理
を
、
日
本
の
対
米
開
戦
に
お
け
る
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結
と
い
う
均
衡
化
を
事
例
と
し
て

例
証
す
る
。

　
本
稿
の
手
順
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
情
動
が
リ
ア
リ
ズ
ム
の
中
心
概
念
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。
第
三
章
で
は
情

動
が
人
間
の
学
習
効
率
に
与
え
る
因
果
効
果
を
包
括
的
に
分
析
し
て
情
動
学
習
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
第
四
章
で
は
情
動
学
習
モ
デ
ル
を
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リ
ア
リ
ズ
ム
に
応
用
し
て
勢
力
均
衡
理
論
の
新
た
な
理
念
型
を
提
示
す
る
。
第
五
章
で
は
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
因
果
論
理
を
日
本
の
対
米

開
戦
を
事
例
と
し
て
例
証
す
る
。
第
六
章
で
は
本
稿
全
体
の
議
論
を
整
理
し
た
後
、
本
研
究
の
重
要
な
含
意
（
学
術
的
貢
献
）
と
今
後
の

課
題
を
示
す
。

二
　
情
動
と
リ
ア
リ
ズ
ム

　
情
動
（em

otion

）
は
「
拡
散
し
た
生
理
的
変
化
に
関
す
る
主
観
的
経
験
」
で
あ
り
、
感
情
（feeling

）
は
「
情
動
を
経
験
し
て
い
る
意

識
的
な
認
識
」
で
あ
）
14
（

る
。
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
情
動
に
関
し
て
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
利
己
心
、
支
配
欲
を
は
じ
め
と
す
る

思
想
的
な
観
点
か
ら
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
て
き
）
15
（
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
情
動
を
は

じ
め
と
す
る
人
間
性
に
関
す
る
芳
醇
な
思
想
的
な
洞
察
を
、
国
際
政
治
学
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
ウ
ォ
ル
ツ
は
、
第
一
イ

メ
ー
ジ
の
人
間
性
と
い
う
生
物
学
的
な
属
性
に
基
づ
い
て
国
際
政
治
を
説
明
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
）
16
（
る
。
し
か
し
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
も

情
動
を
国
際
政
治
学
か
ら
排
除
で
き
な
か
っ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
「
皮
肉
に
も
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
人
間
性
に
関
す
る
特
定
の
概
念
に

基
づ
い
た
国
際
的
な
行
動
に
関
す
る
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
説
明
の
主
導
的
な
批
判
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ネ
オ
リ
ア
リ
ス
ト
の

枠
組
み
の
内
的
一
貫
性
は
そ
れ
自
体
、
根
本
的
に
ア
ク
タ
ー
が
特
徴
と
し
て
非
常
に
恐
れ
て
い
る
と
い
う
心
理
的
前
提
に
基
づ
い
て
い

る
」
と
指
摘
し
て
い
）
17
（
る
。
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
科
学
的
な
枠
組
み
に
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の

思
想
を
再
導
入
す
る
理
論
で
あ
）
18
（
る
。
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
情
動
論
を
唱
え
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
生
物
学
に
支
持
さ
れ
て

い
）
19
（

る
。
す
な
わ
ち
情
動
は
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
不
可
欠
な
要
因
な
の
で
あ
る
。

　
リ
ア
リ
ズ
ム
に
は
様
々
な
種
類
の
理
論
が
あ
る
が
、
全
て
の
リ
ア
リ
ス
ト
は
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
共
通
す

る
中
核
と
な
る
前
提
を
共
有
し
て
い
る
。
第
一
は
集
団
主
義
（groupism

）
で
あ
）
20
（

る
。
人
間
は
個
人
で
は
生
き
残
れ
な
い
た
め
、
外
敵
か
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ら
身
を
守
る
た
め
の
安
全
保
障
を
提
供
す
る
集
団
（
例
え
ば
、
部
族
、
帝
国
、
ポ
リ
ス
、
国
民
国
家
）
に
忠
誠
心
を
誓
い
、
そ
の
構
成
員
と
し

て
存
在
す
）
21
（

る
。
人
間
が
集
団
の
内
部
に
対
し
て
は
利
他
的
に
な
る
が
、
集
団
の
外
部
に
対
し
て
は
利
己
的
に
な
る
こ
と
は
社
会
心
理
学
や

進
化
生
物
学
の
知
見
に
支
持
さ
れ
て
い
）
22
（
る
。
第
二
は
国
際
政
治
の
闘
争
的
な
性
質
で
あ
）
23
（
る
。
国
際
政
治
は
希
少
性
と
不
確
実
性
の
下
で
利

己
的
な
集
団
の
間
で
く
り
広
げ
ら
れ
る
永
続
的
な
闘
争
で
あ
）
24
（
る
。
第
三
は
権
力
（pow

er

）
の
重
要
性
で
あ
）
25
（
る
。
権
力
は
国
際
政
治
の
本

質
的
な
特
徴
で
あ
）
26
（

る
。
集
団
は
目
的
（
例
え
ば
、
普
遍
的
な
支
配

⇔
単
な
る
自
己
保
存
）
に
か
か
わ
ら
ず
権
力
を
必
要
と
す
）
27
（

る
。
第
四
は
ア

ナ
ー
キ
ー
で
あ
）
28
（
る
。
国
際
政
治
は
国
家
に
上
位
す
る
権
力
機
構
が
存
在
し
な
い
無
政
府
状
態
で
く
り
広
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
核
と
な

る
前
提
に
基
づ
い
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
は
勢
力
均
衡
を
考
察
し
て
き
た
。
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
勢
力
均
衡
を
思
想
的
に
考
察
し
て
、

ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
以
降
の
リ
ア
リ
ス
ト
は
ウ
ォ
ル
）
29
（
ツ
を
出
発
点
と
し
て
脅
威
均
衡
理
論
（balance of threat t

）
30
（

heory

）、
利
益
均
衡
理
論

（balance of interest t

）
31
（

heory

）、
リ
ス
ク
均
衡
理
論
（balance of risk t

）
32
（

heory

）、
過
小
均
衡
化
（underbala

）
33
（

ncing

）
を
構
築
し
て
き
た
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
リ
ア
リ
ス
ト
理
論
は
、
勢
力
均
衡
理
論
の
パ
ズ
ル

―
ど
の
よ
う
に
国
家
は
勢
力
均
衡
行
動
を
決
定
す
る
の
か

―
に
お

け
る
情
動
の
役
割
を
見
逃
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
、
ま
ず
情
動
理
論
に
基
づ
い
た
新
た
な
分

析
枠
組
み
で
あ
る
情
動
学
習
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。
次
い
で
情
動
学
習
モ
デ
ル
を
リ
ア
リ
ズ
ム
に
応
用
し
て
こ
の
パ
ズ
ル
を
解
く
新
た
な

理
論
モ
デ
ル
で
あ
る
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
を
提
示
す
る
。
最
後
に
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
因
果
論
理
を
日
本
の
対
米
開
戦
を
事
例
と
し
て
例
証

す
る
。

三
　
情
動
学
習
モ
デ
ル

　
情
動
は
学
習
効
率
と
い
う
観
点
か
ら
二
つ
の
タ
イ
プ

―
学
習
促
進
型
情
動
（
例
え
ば
、
恐
怖
・
不
安
・
懸
念
）
と
学
習
抑
制
型
情
動

（
例
え
ば
、
不
満
・
怒
り
・
激
怒
・
情
熱
）

―
に
分
け
ら
れ
て
、
人
間
の
リ
ス
ク
選
好
を
決
定
す
る
。
学
習
促
進
型
情
動
は
リ
ス
ク
回
避
選
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好
、
学
習
抑
制
型
情
動
は
リ
ス
ク
追
求
選
好
を
人
間
に
与
え
る
。
情
動
学
習
モ
デ
ル
は
主
に
二
つ
の
情
動
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
。
評
価

傾
向
枠
組
み
（Appraisal Tendency Fram

ew

）
34
（ork

）
と
感
情
知
能
理
論
（affective intelligence t

）
35
（

heory

）
で
あ
る
。
以
下
、
順
に
説
明
す
る
。

第
一
に
ラ
ー
ナ
ー
は
情
動
が
特
定
の
認
知
評
価
か
ら
生
じ
る
と
い
う
前
章
で
説
明
し
た
認
知
評
価
理
論
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
情
動
が
特

定
の
認
知
評
価
を
喚
起
す
る
と
い
う
評
価
傾
向
枠
組
み
と
い
う
理
論
を
構
築
し
）
36
（
た
。
評
価
傾
向
（appraisal tendency

）
と
は
任
意
の
情

動
が
、
そ
の
情
動
を
喚
起
し
た
中
心
的
な
評
価
次
元
に
沿
っ
て
将
来
の
事
象
を
評
価
す
る
傾
向
を
活
性
化
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
を
意
味
す
）
37
（

る
。

評
価
傾
向
枠
組
み
に
は
①
情
動
は
通
常
で
は
情
動
を
喚
起
し
た
事
象
に
対
処
す
る
た
め
に
役
立
つ
認
知
や
行
動
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
が
、

し
ば
し
ば
そ
の
変
化
は
情
動
を
喚
起
し
た
状
況
が
過
ぎ
て
も
固
執
し
て
バ
イ
ア
ス
に
な
る
、
②
情
動
は
特
定
の
評
価
と
関
連
し
て
い
る
と

い
う
二
つ
の
前
提
が
あ
）
38
（
る
。
評
価
傾
向
枠
組
み
に
お
い
て
重
要
な
情
動
は
リ
ス
ク
判
断
の
認
知
要
因
で
あ
る
①
確
実
性
と
②
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
（control

）
の
評
価
が
著
し
く
異
な
る
怒
り
（fear

）
と
恐
怖
（anger

）
で
あ
）
39
（

る
。
恐
怖
は
不
確
実
性
と
状
況
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（situational c

）
40
（

ontrol

）
の
評
価
か
ら
生
じ
る
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
評
価
を
喚
起
し
て
、
悲
観
的
な
リ
ス
ク
認
識
と
リ
ス
ク
回
避
選
好
を
引

き
起
こ
）
41
（

す
。
怒
り
は
確
実
性
と
個
人
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（individual c

）
42
（

ontrol

）
の
評
価
か
ら
生
じ
る
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
評
価
を
喚

起
し
て
、
楽
観
的
な
リ
ス
ク
認
識
と
リ
ス
ク
追
求
選
好
を
引
き
起
こ
）
43
（
す
。
す
な
わ
ち
怒
り
と
恐
怖
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
情
動
は
リ
ス
ク
選

好
に
逆
の
効
果
を
与
え
て
、
怒
り
は
リ
ス
ク
追
求
選
好
、
恐
怖
は
リ
ス
ク
回
避
選
好
を
決
定
す
る
。

　
第
二
に
感
情
知
能
理
論
は
人
間
の
意
思
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
属
性
シ
ス
テ
ム
（dispositional system

）
と
警
戒
シ
ス
テ
ム

（surveillance system

）
に
分
け
て
、
前
者
に
情
熱
（enthusiasm
）
と
反
感
（aversion

）
の
情
動
、
後
者
に
不
安
（anxiety

）
の
情
動
を

対
応
さ
せ
）
44
（

る
。
属
性
シ
ス
テ
ム
は
人
間
を
習
慣
的
な
思
考
に
従
事
さ
せ
て
既
存
の
政
治
的
信
念
に
固
執
さ
せ
る
偏
見
の
領
域
で
あ
り
、
①

報
奨
（rew

ard

）
の
状
況
に
対
応
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
情
動
の
情
熱
、
②
処
罰
（punishm

ent

）
の
状
況
に
対
応
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
情
動
の

反
感
に
構
成
さ
れ
）
45
（

る
。
情
熱
は
自
尊
心
が
あ
る
（proud

）、
幸
せ
で
あ
る
（happy
）、
希
望
に
満
ち
て
い
る
（hopeful

）
を
は
じ
め
と
す

る
情
動
を
含
）
46
（
む
。
反
感
は
怒
っ
て
い
る
（angry

）、
嫌
悪
し
て
い
る
（disgusted

）、
激
怒
し
て
い
る
（infuriated

）
を
は
じ
め
と
す
る
情
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動
を
含
）
47
（
む
。
警
戒
シ
ス
テ
ム
は
人
間
を
注
意
深
く
し
て
態
度
の
変
化
に
柔
軟
に
さ
せ
る
理
性
の
領
域
で
、
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
情
動
の
不
安
か
ら
構
成
さ
れ
）
48
（

る
。
不
安
は
恐
怖
（fear

）、
不
確
実
性
（uncertainty

）、
恐
れ
て
い
る
（afraid

）、
心
配
で
あ
る

（uneasy
）
を
は
じ
め
と
す
る
情
動
を
含
）
49
（
む
。
感
情
知
能
理
論
に
よ
る
と
不
安
は
習
慣
的
な
思
考
（
例
え
ば
、
党
派
心
）
を
除
去
し
て
自
覚

的
な
注
意
を
喚
起
し
、
現
在
の
情
報
（
例
え
ば
、
争
点
、
候
補
者
の
特
徴
）
の
役
割
を
向
上
さ
せ
）
50
（
る
。
例
え
ば
感
情
知
能
理
論
に
基
づ
い
て

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
、
不
安
（anxiety

）
と
怒
り
（anger

）
が
異
な
る
政
治
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
を
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
関
す
る
国
民
の
態
度

を
事
例
と
し
て
検
証
し
）
51
（
た
。
そ
の
結
果
、
怒
り
は
戦
争
の
リ
ス
ク
認
識
を
下
げ
て
軍
事
介
入
へ
の
支
持
を
促
進
す
る
が
、
不
安
は
リ
ス
ク

認
識
を
上
げ
て
戦
争
へ
の
支
持
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
）
52
（

る
。

　
評
価
傾
向
枠
組
み
と
感
情
知
能
理
論
は
異
な
る
理
論
で
あ
る
が
、
二
つ
の
理
論
か
ら
情
動
が
人
間
の
学
習
効
率
に
与
え
る
一
定
の
因
果

効
果
を
導
き
出
せ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
因
果
効
果
を
情
動
学
習
モ
デ
ル
と
し
て
体
系
化
す
る
。
第
一
に
恐
怖
を
は
じ
め
と
す
る
学
習
促
進

型
情
動
（
恐
怖
・
不
安
・
懸
念
な
ど
）
は
既
存
の
信
念
を
修
正
す
る
警
戒
心
を
い
だ
か
せ
て
、
情
報
の
積
極
的
な
受
容
を
通
じ
て
効
率
的
な

学
習
を
促
進
し
て
リ
ス
ク
回
避
選
好
を
引
き
起
こ
）
53
（

す
。
第
二
に
怒
り
を
は
じ
め
と
す
る
学
習
抑
制
型
情
動
（
不
満
・
怒
り
・
激
怒
・
情
熱
な

ど
）
は
既
存
の
信
念
に
固
執
さ
せ
て
、
情
報
の
拒
絶
を
通
じ
て
効
率
的
な
学
習
を
抑
制
し
て
リ
ス
ク
追
求
選
好
を
引
き
起
こ
）
54
（
す
。
そ
れ
で

は
、
こ
の
情
動
が
人
間
の
学
習
効
率
に
与
え
る
因
果
効
果
は
国
際
政
治
の
勢
力
均
衡
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

四
　
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム

　
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
情
動
学
習
モ
デ
ル
を
リ
ア
リ
ズ
ム
に
応
用
し
て
勢
力
均
衡
理
論
の
パ
ズ
ル

―
ど
の
よ
う
に
国
家
は
勢
力

均
衡
行
動
を
決
定
す
る
の
か

―
を
再
解
釈
す
る
。
本
稿
で
は
情
動
学
習
モ
デ
ル
と
い
う
情
動
理
論
を
国
際
政
治
に
応
用
す
る
た
め
に
、

第
二
章
で
説
明
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
中
核
と
な
る
前
提
に
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
を
構
成
す
る
四
つ
の
要
素
と
し
て
の
概
念
を
加
え
る
。
四
つ
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の
概
念
の
選
択
基
準
は
方
法
論
的
に
抽
象
化
（abstraction

）・
理
想
化
（idealization

）
と
い
う
手
法
に
基
づ
い
て
い
）
55
（
る
。
以
下
、
均
衡
化
、

失
敗
、
リ
ス
ク
、
合
理
性
と
い
う
四
つ
の
概
念
を
説
明
し
た
後
に
、
情
動
学
習
モ
デ
ル
を
リ
ア
リ
ズ
ム
に
応
用
し
て
勢
力
均
衡
理
論
の
新

た
な
理
念
型
を
提
示
す
る
。

　
第
一
に
均
衡
化
は
「
敵
国
・
敵
国
の
連
合
に
よ
る
国
家
の
政
治
・
軍
事
的
支
配
や
領
土
占
領
を
阻
止
・
抑
止
す
る
た
め
に
、
国
内
動

員
・
同
盟
形
成
を
通
じ
て
軍
事
力
を
構
築
・
集
合
さ
せ
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
）
56
（

る
。
均
衡
化
は
①
適
切
な
均
衡
化
（appropriate 

balancing

）、
②
過
大
均
衡
化
（overbalancing

）、
③
非
均
衡
化
（nonbalancing

）、
④
過
小
均
衡
化
（underbalancing

）
と
い
う
四
つ
の

理
念
型
に
分
類
さ
れ
）
57
（

る
。
適
切
な
均
衡
化
は
「
標
的
が
宥
和
不
可
能
か
つ
宥
和
す
る
べ
き
で
は
な
い
真
に
危
険
な
侵
略
国
で
、
国
家
の
軍

事
力
が
そ
の
台
頭
国
の
パ
ワ
ー
に
対
抗
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
時
に
起
こ
る
」
行
動
、
過
大
均
衡
化
は
「
実
際
に
は
単
に
安
全
保
障
の
向

上
を
求
め
る
防
御
志
向
の
国
が
、
侵
略
国
と
誤
認
識
さ
れ
る
時
に
起
こ
る
」
行
動
を
意
味
す
）
58
（

る
。
過
大
均
衡
化
は
「
過
剰
拡
大

（overexpasion

）」
と
も
同
じ
意
味
で
あ
）
59
（
る
。
過
剰
拡
大
は
負
け
戦
を
始
め
、
敗
北
が
確
実
に
な
っ
た
時
で
も
撤
退
し
な
い
理
性
を
欠
い

た
侵
略
行
動
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
は
過
大
均
衡
化
の
定
義
に
お
け
る
「
誤
認
識
さ
れ
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
お
け
る
誤
認
識
と
い
う

概
念
を
「
実
際
に
存
在
す
る
世
界
と
ア
ク
タ
ー
の
心
に
存
在
す
る
世
界
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
定
義
す
）
60
（
る
。
純
粋
な
安
全
保
障
の
向
上
を
求

め
て
い
る
現
状
維
持
国
家
（pure security seeker

）
は
敵
対
的
な
シ
グ
ナ
ル
を
認
識
し
な
い
限
り
、
相
手
国
に
対
し
て
攻
撃
的
な
均
衡
化

を
し
な
い
。
穏
健
な
現
状
維
持
国
に
対
し
て
敵
対
同
盟
の
形
成
や
軍
備
拡
張
を
は
じ
め
と
す
る
均
衡
化
を
行
う
必
要
は
な
い
。
こ
の
よ
う

な
均
衡
化
は
不
必
要
な
だ
け
で
な
く
、
単
に
安
全
保
障
を
求
め
て
い
る
相
手
の
現
状
維
持
国
を
不
安
に
さ
せ
る
シ
グ
ナ
ル
に
な
り
安
全
保

障
の
ジ
レ
ン
マ
を
熾
烈
に
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
単
に
安
全
保
障
の
向
上
を
求
め
る
防
御
志
向
の
国
を
侵
略
国
と
誤
認
識

し
た
指
導
者
が
と
る
均
衡
化
行
動
は
、
他
国
の
動
機
・
意
図
と
い
う
基
準
か
ら
す
る
と
、
必
要
以
上
に
「
過
大
」
な
均
衡
化
を
行
っ
て
い

る
非
合
理
的
な
行
動
な
の
で
あ
る
。
仮
に
相
手
国
が
真
の
侵
略
国
で
あ
れ
ば
こ
の
均
衡
化
は
「
過
大
」
で
は
な
く
「
適
切
」
な
レ
ベ
ル
の

均
衡
化
行
動
と
い
え
る
。
し
か
し
他
国
の
意
図
や
動
機
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
不
確
実
か
つ
ア
ナ
ー
キ
ー
な
国
際
政
治
で
は
、
し
ば
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し
ば
国
家
は
相
手
国
に
対
し
て
必
要
以
上
に
「
過
大
」
に
均
衡
化
す
る
。
例
え
ば
一
九
一
四
年
の
真
珠
湾
奇
襲
に
い
た
る
ま
で
米
国
は
日

本
に
対
す
る
侵
略
国
で
は
な
く
、
北
東
ア
ジ
ア
へ
の
関
与
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
た
。
し
か
し
日
本
は
米
国
の
防
御
的
な
意
図
を
理
解

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
米
国
が
日
本
に
対
す
る
侵
略
国
で
あ
る
と
誤
認
識
し
て
、
南
部
仏
印
進
駐
を
は
じ
め
と
す
る
米
国
が
嫌
が
る
政
策

を
決
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
米
国
か
ら
全
面
的
な
石
油
禁
輸
を
受
け
る
と
い
う
非
合
理
的
な
結
果
を
招
い
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
の
米
国
に
対
す
る
均
衡
化
は
明
ら
か
に
「
適
切
な
」
レ
ベ
ル
を
こ
え
た
「
過
大
な
」
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
は
米
国
に

対
し
て
過
大
均
衡
化
を
行
っ
て
い
た
と
い
え
る
（
こ
の
事
例
は
次
章
で
さ
ら
に
分
析
す
る
）。
た
だ
し
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
誤
認
識
は
過
大
均

衡
化
の
一
因
で
あ
り
、
過
大
均
衡
化
は
国
際
シ
ス
テ
ム
の
相
対
的
パ
ワ
ー
の
分
布
や
攻
撃
防
御
バ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
様
々
な

要
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
行
動
と
仮
定
す
る
。
他
方
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
よ
る
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
へ
の
均
衡
化
は
「
過
大
」
で
は
な
く

「
適
切
」
な
均
衡
化
で
あ
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
動
機
は
疑
い
よ
う
も
な
く
現
状
打
破
的
で
あ
り
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
は
米
露
独
三
国

の
三
極
構
造
に
な
っ
て
い
）
61
（
た
。
そ
れ
ゆ
え
米
国
の
対
独
均
衡
化
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
物
質
的
情
勢
と
ド
イ
ツ
の
現
状
打
破
的
動
機
を
反

映
し
た
適
切
な
行
動
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
非
均
衡
化
は
「
無
行
動
（inaction

）、
通
常
外
交
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
シ
ン
グ
、
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ニ

ン
グ
、
ア
ピ
ー
ズ
メ
ン
ト
、
関
与
（engagem

ent
）、
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
（distancing

）、
ハ
イ
デ
ィ
ン
グ
（hiding

）」
を
は
じ
め
と
す

る
行
動
を
意
味
し
て
、
こ
れ
ら
は
状
況
次
第
で
は
賢
慮
の
あ
る
合
理
的
な
行
動
だ
が
（
例
え
ば
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
欧
州
大
陸
に
対
す
る
イ

ギ
リ
ス
の
名
誉
あ
る
孤
立
政
策
）、
下
記
の
特
定
の
状
況
で
は
過
小
均
衡
化
と
い
う
非
合
理
的
な
行
動
に
な
）
62
（
る
。
過
小
均
衡
化
は
「
国
家
の

努
力
が
侵
略
国
を
抑
止
や
打
倒
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
」
時
に
「
国
家
が
危
険
か
つ
宥
和
不
可
能
な
侵
略
国
に
対
し
て
均
衡
し
な

い
」（
こ
れ
が
過
小
均
衡
化
＝
非
均
衡
化
の
状
況
）、
ま
た
は
「
非
常
に
非
効
率
に
均
衡
す
る
」
行
動
を
意
味
す
る
（
例
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦

に
い
た
る
英
仏
の
対
独
政
）
63
（
策
）。
現
状
打
破
国
の
不
満
を
満
足
さ
せ
て
戦
争
の
コ
ス
ト
を
回
避
し
た
り
、
自
国
が
関
与
せ
ず
に
他
国
に
侵
略

国
を
打
倒
さ
せ
た
り
す
る
合
理
的
な
行
動
は
非
均
衡
化
だ
が
過
小
均
衡
化
で
は
な
）
64
（

い
。
す
な
わ
ち
均
衡
化
し
な
い
行
動
（
非
均
衡
化
）
は

常
に
非
合
理
的
な
行
動
（
過
小
均
衡
化
）
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
状
況
次
第
で
は
均
衡
化
し
な
い
行
動
（
非
均
衡
化
）
は
合
理
的
な
行
動
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で
あ
る
「
過
小
均
衡
化
で
は
な
い
非
均
衡
化
」
に
な
る
。
本
稿
で
は
こ
の
「
過
小
均
衡
化
で
は
な
い
非
均
衡
化
」
と
い
う
合
理
的
な
行
動

を
「
合
理
的
な
非
均
衡
化
」
と
定
義
す
る
。
過
小
均
衡
化
に
関
す
る
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
の
定
義
に
お
い
て
誤
認
識
と
い
う
概
念
は
用
い
ら
れ

て
い
な
い
が
、「
適
切
」
な
レ
ベ
ル
よ
り
も
低
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
「
過
小
」
な
均
衡
化
が
行
わ
れ
る
一
因
に
、
国
家
の
政
策
決
定
者
が
侵

略
国
の
攻
撃
的
意
図
を
現
実
よ
り
も
低
く
見
積
も
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
、
敵
国
に
対
す
る
誤
認
識
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

た
だ
し
過
大
均
衡
化
と
同
様
に
、
あ
く
ま
で
誤
認
識
は
過
小
均
衡
化
を
形
成
す
る
一
因
で
あ
り
、
過
小
均
衡
化
は
国
際
シ
ス
テ
ム
の
相
対

的
パ
ワ
ー
の
分
布
や
攻
撃
防
御
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
も
形
成
さ
れ
る
点
に
は
留
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
に
お
い
て
認

識
・
誤
認
識
の
問
題
は
均
衡
化
を
形
成
す
る
重
要
な
要
因
だ
が
、
唯
一
の
要
因
で
は
な
く
均
衡
化
は
リ
ア
リ
ズ
ム
が
前
提
と
す
る
他
の

様
々
な
要
因
に
影
響
さ
れ
る
。

　
第
二
に
勢
力
均
衡
現
象
は
、
国
家
が
国
際
シ
ス
テ
ム
に
適
応
す
る
上
で
成
功
し
て
い
る
行
動
と
失
敗
し
て
い
る
行
動
に
分
け
ら
れ
る
。

適
切
な
均
衡
化
と
合
理
的
な
非
均
衡
化
は
成
功
し
て
い
る
行
動
で
あ
る
。
適
切
な
均
衡
化
と
合
理
的
な
非
均
衡
化
は
ア
ク
タ
ー
の
合
理
性

を
前
提
と
す
る
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
お
け
る
国
家
の
対
外
行
動
と
重
な
る
行
動
で
あ
る
。
他
方
、
過
大
均
衡
化
と
過
小
均
衡
化
は
国

内
要
因
の
影
響
を
受
け
て
、
国
家
が
し
ば
し
ば
非
合
理
的
な
行
動
を
す
る
点
を
強
調
す
る
、
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
お
け
る
国
家
の
対
外

行
動
と
重
な
る
行
動
で
あ
る
。
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
適
切
な
均
衡
化
と
合
理
的
な
非
均
衡
化
は
勢
力

均
衡
と
い
う
自
然
の
法
則
（a law

 of nature

）
に
従
う
合
理
的
な
成
功
の
行
動
、
過
小
均
衡
化
と
過
大
均
衡
化
は
勢
力
均
衡
と
い
う
自
然

の
法
則
を
逸
脱
す
る
非
合
理
的
な
失
敗
の
行
動
（
均
衡
化
は
必
要
に
応
じ
て
適
切
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
必
要
の
な
い
と
き
に
均
衡
化
す
る
こ
と
は

賢
慮
を
欠
く
非
合
理
的
な
行
動
で
あ
る
）
と
い
え
）
65
（

る
。

　
ま
た
、
一
見
す
る
と
失
敗
と
い
う
概
念
は
主
観
性
が
強
く
学
術
研
究
に
不
適
切
な
概
念
に
み
ら
れ
る
が
、
実
は
社
会
科
学
理
論
研
究
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
確
か
に
失
敗
と
は
「
確
実
な
条
件
下
で
何
が
賢
慮
深
く
、
何
が
理
性
を
欠
く
行
動
で
あ
る
の
か
に

関
す
る
極
め
て
明
確
な
価
値
判
断
で
あ
り
」、「
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
」
と
い
う
主
観
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的
な
含
み
を
持
）
66
（
つ
。
し
か
し
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
は
研
究
者
が
「
こ
の
主
観
性
に
過
剰
に
警
戒
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
）
67
（
る
。
な

ぜ
な
ら
原
因
の
突
き
止
め
（causation

）
を
悲
劇
的
か
つ
回
避
で
き
た
事
象
に
責
任
を
帰
す
る
こ
と
、
と
考
え
る
こ
と
は
歴
史
家
の
常
識

で
あ
）
68
（
り
、「
ア
ク
タ
ー
が
唯
一
の
行
動
を
起
こ
す
よ
う
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
り
、
あ
る
状
況
の
下
で
合
理
的
ア
ク
タ
ー
が
他
の
決
定
や
行

動
を
で
き
な
い
ほ
ど
環
境
の
強
制
力
が
強
烈
で
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
帰
結
は
歴
史
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
な
）
69
（
い
」
た
め
、

「
歴
史
の
厳
格
な
決
定
論
を
受
け
入
れ
な
い
な
ら
ば
、
自
由
意
思
と
人
間
の
責
任
と
い
う
観
念
は
任
意
の
事
象
と
人
間
の
行
動
に
適
用
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
70
（
い
」
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
失
敗
と
い
う
概
念
は
、
歴
史
に
お
け
る
機
会
や
意
図
せ
ざ
る
帰
結
を
否
定
し
な
）
71
（
い
。

失
敗
に
は
①
事
後
（ex post facto

）
の
結
果
、
②
事
前
（ex ante

）
の
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
バ
イ
ア
ス
、
③
誤
っ
た
政
策
の
迅
速
な

修
正
に
対
す
る
ア
ク
タ
ー
の
失
敗
と
い
う
三
つ
の
基
準
が
あ
）
72
（

る
。

　
第
三
に
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
は
リ
ス
ク
が
、
未
知
の
リ
ス
ク
（unknow

n risk

）
と
恐
ろ
し
い
リ
ス
ク
（dread risk

）
と
い
う
二
つ
の
要
因

か
ら
構
成
さ
れ
る
と
仮
定
す
）
73
（

る
。
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
が
基
盤
と
し
て
い
る
情
動
と
い
う
観
点
か
ら
人
間
の
リ
ス
ク
選
好
を
分
析
す
る
時
に

重
要
な
概
念
は
、
確
実
性
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。
人
間
は
事
象
を
直
面
し
た
時
に
無
意
識
に
そ
の
事
象
に
関
し
て
評
価
を
下
す
。
恐

怖
を
は
じ
め
と
す
る
学
習
抑
制
型
情
動
と
、
怒
り
を
は
じ
め
と
す
る
学
習
抑
制
型
情
動
と
い
う
情
動
に
か
か
わ
る
評
価
は
、
確
実
性
と
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
評
価
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
リ
ス
ク
と
い
う
概
念
の
定
義
も
、
確
実
性
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
評
価
を
反
映
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
に
重
要
に
な
る
リ
ス
ク
の
定
義
の
仕
方
が
、
リ
ス
ク
を
確
実
性
の
評
価
を
表
し
て
い
る
未
知
の
リ
ス

ク
と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
評
価
を
表
し
て
い
る
恐
ろ
し
い
リ
ス
ク
に
分
け
る
方
法
で
あ
る
。
未
知
の
リ
ス
ク
は
「
不
確
実

（uncertainty

）
と
判
断
さ
れ
る
災
害
に
よ
る
重
大
な
帰
結
」、
恐
ろ
し
い
リ
ス
ク
は
「
個
人
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（individual control

）

に
関
す
る
認
識
の
欠
如
に
基
づ
い
た
重
大
な
帰
結
」
と
定
義
さ
れ
）
74
（

る
。
後
者
の
定
義
は
難
解
な
の
で
補
足
す
る
と
こ
れ
は
例
え
ば
、「
災

害
が
発
生
し
た
と
き
、
そ
の
被
害
規
模
を
制
御
で
き
る
か
」「
世
界
的
破
滅
に
導
く
潜
在
力
が
あ
る
か
」「
恐
ろ
し
い
と
い
う
感
情
を
引
き

起
こ
す
か
」
と
い
う
リ
ス
ク
で
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
核
兵
器
や
神
経
ガ
ス
事
故
、
原
子
力
発
電
所
事
故
が
あ
）
75
（

る
。
ま
た
リ
ス
ク
認
識
と
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リ
ス
ク
選
好
は
逆
相
関
の
関
係
に
あ
り
、
高
い
リ
ス
ク
認
識
は
リ
ス
ク
回
避
選
好
、
低
い
リ
ス
ク
認
識
は
リ
ス
ク
追
求
選
好
を
人
間
に
与

え
）
76
（

る
。

　
第
四
に
情
動
の
合
理
性
は
至
近
要
因
（proxim

ate cause

）
と
究
極
要
因
（ultim

ate cause

）
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
）
77
（
る
。
至
近
要
因
と
は

特
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
特
定
の
タ
イ
プ
の
行
動
を
促
進
す
る
一
連
の
神
経
回
路
や
心
的
傾
向
）
が
現
在
働
い
て
い
る
理
由
、
究
極
要
因
と
は
特
定

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
自
然
淘
汰
で
進
化
し
た
理
由
を
意
味
す
る
。
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
至
近
要
因
の
観
点
か
ら
、
恐
怖
を
合
理
的
な
均
衡

化
行
動
を
導
く
学
習
促
進
型
情
動
、
怒
り
を
非
合
理
的
な
均
衡
化
行
動
を
導
く
学
習
抑
制
型
情
動
と
仮
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
情
動
リ
ア

リ
ズ
ム
の
因
果
論
理
を
構
築
す
る
た
め
に
援
用
し
て
い
る
至
近
要
因
に
基
づ
く
科
学
実
験
が
、
現
代
の
環
境
に
生
き
る
被
験
者
か
ら
得
ら

れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
至
近
要
因
の
観
点
か
ら
は
、
怒
り
に
非
合
理
性
・
失
敗
、
恐
怖
に
合
理
性
・
成
功
が
対
応
し
て
い

る
。
し
か
し
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
は
究
極
要
因
の
観
点
か
ら
は
、
恐
怖
も
怒
り
も
と
も
に
適
応
的
な
意
味
（
配
偶
者
の
獲
得
、
食
べ
物
の
獲
得
、

捕
食
者
か
ら
の
回
避
と
い
っ
た
生
存
に
不
可
欠
な
問
題
に
う
ま
く
適
合
す
る
こ
と
）
で
の
合
理
性
を
備
え
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
捉
え
て
い
る
。
情
動

を
は
じ
め
と
す
る
人
間
の
心
の
機
能
は
二
〇
〇
万
年
前
か
ら
四
万
年
前
の
間
の
進
化
的
適
応
環
境
（EEA: environm

ent of our 

evolutionary adaptation

）
の
中
の
問
題
を
対
処
す
る
た
め
に
形
成
さ
れ
て
固
定
化
さ
れ
て
い
）
78
（
る
。
し
た
が
っ
て
進
化
的
適
応
環
境
に
対
処

す
る
た
め
に
形
成
さ
れ
た
情
動
の
機
能
が
、
軍
事
・
科
学
技
術
を
飛
躍
的
に
革
新
さ
せ
た
今
日
に
お
い
て
も
合
理
的
な
適
応
性
を
備
え
て

い
る
と
は
限
ら
な
い
。
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
因
果
論
理
に
お
け
る
合
理
性
・
非
合
理
性
は
至
近
要
因
の
観
点
か
ら
の
評
価
を
反
映
し
て 

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
を
構
成
す
る
四
つ
の
要
素
に
基
づ
い
て
国
家
の
対
外
行
動
は
、
勢
力
均
衡
に
お
け
る
非
合
理
的
な
失
敗

（
至
近
要
因
の
観
点
か
ら
）
の
行
動
と
し
て
、
リ
ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
行
動
（
過
大
均
衡
化
、
過
小
均
衡
化
）
と
、
合
理
的
な
成
功
（
至
近
要

因
の
観
点
か
ら
）
の
行
動
と
し
て
リ
ス
ク
回
避
的
な
均
衡
化
行
動
（
適
切
な
均
衡
化
、
合
理
的
な
非
均
衡
化
）
に
論
理
的
に
分
け
ら
れ
）
79
（

る
。
国

家
の
対
外
行
動
が
リ
ス
ク
回
避
的
で
あ
る
か
リ
ス
ク
追
求
的
で
あ
る
か
は
、
上
記
の
失
敗
に
関
す
る
三
つ
の
基
準
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
例
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え
ば
日
米
戦
争
に
い
た
る
日
本
の
対
米
均
衡
化
は
、
リ
ス
ク
追
求
的
な
過
大
均
衡
化
で
あ
っ
た
。
第
一
に
日
本
は
日
米
戦
争
後
に
相
対
的

パ
ワ
ー
や
安
全
保
障
環
境
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
立
場
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
す
る
と
、

日
米
戦
争
に
お
け
る
敗
北
に
よ
っ
て
日
本
が
国
際
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
立
場
を
悪
化
さ
せ
た
こ
と
は
明
確
で
あ
）
80
（
る
。
第
二
に
対
米
開
戦
前

の
日
本
の
政
策
決
定
過
程
に
は
明
ら
か
な
バ
イ
ア
ス
、
特
に
誤
認
識
が
あ
っ
た
。「
三
国
同
盟
締
結
と
日
米
開
戦
は
、
脅
威
と
パ
ワ
ー
に

対
す
る
相
手
国
の
戦
略
傾
向
の
誤
認
が
、
安
全
保
障
政
策
上
致
命
傷
に
な
る
こ
と
」
を
示
し
て
い
）
81
（

る
。「
日
本
の
首
脳
は
冷
静
に
考
え
れ

ば
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
勝
算
を
過
大
に
見
積
も
っ
た
」
判
断
を
し
て
い
）
82
（
た
。
第
三
に
日
本
の
政
策
決
定
者
は
誤
っ
た
政
策
を
迅
速
に
修
正

し
て
い
な
い
。
日
本
の
政
策
決
定
者
は
自
ら
の
政
策
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
な
お
リ
ス
ク
を
冒
し
続
け
て
い
）
83
（

た
。「
太
平
洋

戦
争
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
き
た
戦
争
」
で
は
な
）
84
（
く
、
開
戦
の
決
定
は
日
本
に
と
っ
て
「
致
命
的
な
誤
り
」
で
あ
っ
）
85
（
た
。
こ
の
よ
う
な
形

で
日
本
の
対
米
均
衡
化
は
リ
ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
行
動
（
特
に
過
大
均
衡
化
）
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　
以
上
は
情
動
学
習
モ
デ
ル
を
理
論
的
厳
格
性
が
確
保
さ
れ
た
形
で
現
実
世
界
に
応
用
す
る
た
め
に
、
定
式
化
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
勢
力

均
衡
観
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
勢
力
均
衡
観
に
情
動
学
習
モ
デ
ル
を
応
用
し
て
、
勢
力
均
衡
理
論
の
パ
ズ
ル

―
ど
の
よ
う
に
国
家
は
勢

力
均
衡
行
動
を
決
定
す
る
の
か

―
を
再
解
釈
す
る
新
た
な
理
念
型

―
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム

―
を
提
示
す
る
。
第
一
に
恐
怖
を
は
じ
め

と
す
る
学
習
促
進
型
情
動
に
基
づ
く
政
策
決
定
者
は
、
リ
ス
ク
回
避
的
な
均
衡
化
（
適
切
な
均
衡
化
・
合
理
的
な
非
均
衡
化
）
を
決
定
す
る
。

こ
の
因
果
論
理
は
「
国
際
シ
ス
テ
ム
の
相
対
的
パ
ワ
ー
の
分
布
↓
恐
怖
を
は
じ
め
と
す
る
学
習
促
進
型
情
動
↓
不
確
実
性
・
事
態
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
（control

）
不
可
能
性
↓
リ
ス
ク
認
識
の
上
昇
↓
リ
ス
ク
選
好
の
低
下
↓
リ
ス
ク
回
避
選
好
↓
リ
ス
ク
回
避
的
な
均
衡
化
（
適

切
な
均
衡
化
・
合
理
的
な
非
均
衡
化
）」
と
整
理
さ
れ
る
。
第
二
に
怒
り
を
は
じ
め
と
す
る
学
習
抑
制
型
情
動
に
基
づ
く
政
策
決
定
者
は
、
リ

ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
（
過
大
均
衡
化
・
過
小
均
衡
化
）
を
決
定
す
る
。
こ
の
因
果
論
理
は
「
国
際
シ
ス
テ
ム
の
相
対
的
パ
ワ
ー
の
分
布
↓

怒
り
を
は
じ
め
と
す
る
学
習
抑
制
型
情
動
↓
確
実
性
・
事
態
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（control

）
可
能
性
↓
リ
ス
ク
認
識
の
低
下
↓
リ
ス
ク
選

好
の
上
昇
↓
リ
ス
ク
追
求
選
好
↓
リ
ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
（
過
大
均
衡
化
・
過
小
均
衡
化
）」
と
整
理
さ
れ
る
。
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因
果
プ
ロ
セ
ス
の
実
証
に
際
し
て
は
二
つ
の
方
法
論
上
の
注
意
点
が
あ
る
。
第
一
に
情
動
の
因
果
プ
ロ
セ
ス
を
全
て
確
認
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
情
動
の
因
果
プ
ロ
セ
ス
に
は
論
争
や
不
確
定
要
素
が
多
い
。
ア
ー
ノ
ル
ド
や
ラ
ザ
ル
ス
は
認
識
が
情
動
よ
り
も
先
に
発

生
す
る
と
い
う
認
識
優
先
説
に
唱
え
て
い
る
）
86
（
が
、
ザ
イ
ア
ン
ス
は
情
動
が
認
識
よ
り
も
先
に
発
生
す
る
と
い
う
情
動
優
先
説
を
唱
え
て
お

り
、
両
陣
営
の
議
論
に
は
決
着
が
つ
い
て
い
な
）
87
（
い
。
ま
た
情
動
に
は
無
意
識
の
次
元
が
あ
り
因
果
プ
ロ
セ
ス
の
不
確
定
要
素
を
生
ん
で
い

る
。
被
験
者
に
対
し
て
意
識
で
き
な
い
ほ
ど
短
時
間
に
任
意
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
映
像
を
与
え
る
と
、
被
験
者
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
与

え
ら
れ
た
の
か
さ
え
認
識
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
意
識
の
次
元
で
好
み
と
い
う
情
動
が
生
じ
る
（
単
純
接
触
効
果
）。
し
か
し

筆
者
は
た
と
え
厳
密
に
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
の
確
認
が
困
難
で
も
、
部
分
的
に
は
例
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
立
場
を
と
る
。
第
二
は

混
在
し
た
情
動
（m

ixed em
otion

）
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
例
え
ば
軽
蔑
（scorn

）
は
、
楽
し
み
（enjoym

ent

）
と
嫌
悪
（disgust

）
が

混
在
し
た
情
動
で
あ
）
88
（

る
。
混
在
し
た
情
動
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
別
の
情
動
を
特
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
混

在
し
た
情
動
の
問
題
は
完
全
に
は
解
決
で
き
な
い
が
、
一
定
の
仕
方
で
解
釈
は
で
き
る
。
全
て
の
情
動
は
強
度
・
類
似
性
・
対
称
性
と
い

う
観
点
か
ら
分
類
で
き
）
89
（

る
。
混
在
し
た
情
動
は
①
情
動
が
融
合
し
た
状
態
と
、
②
二
つ
の
情
動
が
急
速
に
連
続
し
て
発
生
し
て
い
る
状
態

に
分
け
ら
れ
）
90
（
る
。
混
在
し
た
情
動
は
①
強
度
と
類
似
性
と
い
う
観
点
か
ら
「
情
動
が
融
合
し
た
状
態
」、
②
対
称
性
と
い
う
観
点
か
ら

「
異
な
る
情
動
が
連
続
し
て
発
生
し
て
い
る
状
態
」、
と
い
う
二
つ
の
枠
組
み
で
解
釈
で
き
る
。「
情
動
が
融
合
し
た
状
態
」
に
お
い
て
、

怒
り
の
「
類
似
性
」
の
高
い
情
動
に
は
激
怒
が
あ
り
、
激
怒
は
怒
り
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
も
「
強
度
」
が
高
い
。
恐
れ
の
「
類
似
性
」

の
高
い
情
動
に
は
パ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
、
パ
ニ
ッ
ク
は
恐
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
も
「
強
度
」
が
高
い
。
ま
た
怒
り
と
恐
怖
が
混
在
し
て

い
る
状
況
は
、「
対
称
的
」
な
情
動
が
急
速
に
連
続
し
て
発
生
し
て
い
る
状
態
、
す
な
わ
ち
「
異
な
る
情
動
が
連
続
し
て
発
生
し
て
い
る

状
態
」
と
解
釈
で
き
る
。



国際政治における情動とリアリズム

169

五
　
日
本
の
対
米
開
戦

　
前
章
で
は
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
実
証
に
お
け
る
方
法
論
上
の
注
意
点
を
説
明
し
た
。
本
章
で
は
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
情
動
リ
ア
リ
ズ

ム
の
因
果
論
理
を
日
本
の
対
米
開
戦
を
事
例
と
し
て
例
証
す
る
。
日
米
戦
争
に
お
け
る
パ
ズ
ル
は
、
な
ぜ
日
本
は
一
九
四
一
年
の
時
点
で

約
八
倍
の
潜
在
力
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
と
の
開
戦
を
決
定
し
た
の
か
と
い
う
点
に
ま
と
め
ら
れ
）
91
（
る
。
な
ぜ
日
本
は
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
石

油
、
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
、
錫
を
は
じ
め
と
す
る
天
然
資
源
を
海
外
に
依
存
し
、
海
軍
戦
艦
の
燃
料
の
約
八
割
を
対
米
輸
入

に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
、
資
源
を
ま
す
ま
す
枯
渇
さ
せ
る
日
中
戦
争
を
継
続
し
続
け
て
、
最
大
の
貿
易
相
手
国
の
ア
メ
リ
カ
に
開
戦
し

た
の
だ
ろ
う
）
92
（

か
。
日
本
の
対
米
開
戦
が
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
従
属
変
数
に
お
け
る
リ
ス
ク
追
求
的
な
過
大
均
衡
化
で
あ
る
こ
と
は
、
前
章

で
失
敗
に
関
す
る
三
つ
の
基
準
か
ら
説
明
し
た
。
本
章
で
は
日
本
の
対
米
開
戦
と
い
う
パ
ズ
ル
の
一
つ
の
重
要
な
局
面
で
あ
る
、
日
本
の

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
・
脅
威
に
対
す
る
均
衡
化
を
事
例
と
し
て
、
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
因
果
論
理
を

例
証
し
た
い
。

　
第
一
に
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
に
お
け
る
独
立
変
数
で
あ
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
状
況
を
確
認
す
る
。
一
九
二
〇
年
代
の
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
下

の
相
対
的
に
安
定
し
た
時
代
を
経
て
、
ロ
シ
ア
の
大
幅
な
軍
拡
（
一
九
二
八
〜
三
五
）
93
（
年
）
と
現
状
打
破
志
向
の
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
誕
生
を

受
け
て
（
一
九
三
三
年
）、
一
九
三
五
年
に
な
る
と
国
際
シ
ス
テ
ム
は
現
状
打
破
の
極
（
露
独
）
が
現
状
維
持
の
極
（
米
）
に
対
し
て
優
位

な
不
安
定
な
三
極
構
造
に
変
化
し
て
い
）
94
（

た
。
こ
の
三
極
構
造
の
下
で
日
本
は
国
際
協
調
路
線
を
捨
て
て
、
日
独
防
共
協
定
（
一
九
三
六
年

一
一
月
二
五
日
）
と
日
独
伊
防
共
協
定
（
一
九
三
七
年
一
一
月
六
日
）
を
締
結
さ
せ
て
、
外
部
の
世
界
に
日
本
が
枢
軸
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
っ
た

と
い
う
印
象
を
強
く
与
え
）
95
（

た
。
そ
の
後
、
日
本
の
東
亜
新
秩
序
声
明
（
一
九
三
八
年
一
一
月
）・
北
部
仏
印
進
駐
（
一
九
四
〇
年
九
月
）、
ア

メ
リ
カ
の
日
米
通
商
航
海
条
約
破
棄
（
一
九
三
九
年
七
月
）・
石
油
と
屑
鉄
の
輸
出
許
可
制
（
一
九
四
〇
年
七
月
）
と
い
う
日
米
間
の
や
り
と
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り
を
経
て
、
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
は
締
結
さ
れ
た
（
一
九
四
〇
年
九
月
二
七
日
）。
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
の
理
論
は
日
本
の
日
独
伊
三
国
軍

事
同
盟
締
結
（
従
属
変
数
）
を
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
・
脅
威
（
独
立
変
数
）
に
対
す
る
均
衡
化
と
い
う
形
で
簡
潔
に
説
明
で
き
る
。
し
か

し
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
の
理
論
は
、
日
本
が
均
衡
化
を
決
定
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
政
策
決
定
過
程
を
説
明
で
き
な
い
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら

日
米
開
戦
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
「
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
特
徴
か
ら
見
る
と
合
理
的
で
な
い
対
応
」
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
）
96
（
た
。
入

江
は
「
日
独
同
盟
の
締
結
は
時
期
を
逸
し
た
か
の
感
が
あ
り
、
そ
の
締
結
が
一
、
二
ヵ
月
前
な
ら
も
っ
と
効
果
が
期
待
さ
れ
得
た
か
も
し

れ
な
い
。
例
え
ば
、
五
月
か
六
月
に
三
国
同
盟
を
締
結
し
て
い
れ
ば
英
国
へ
の
心
理
的
圧
迫
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
英
国
は

そ
の
衝
撃
を
緩
和
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
要
求
に
さ
ら
に
応
じ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
）
97
（

る
。
攻
撃
的
リ
ア
リ

ズ
ム
や
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
（
例
え
ば
、
脅
威
均
衡
理
論
）
は
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結
を
パ
ワ
ー
や
脅
威
か
ら
簡
潔
に
説
明
で
き
る
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
や
政
策
決
定
過
程
を
理
解
す
る
上
で
は
説
明
力
を
欠
く
。
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
は
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
や
脅
威
均
衡
理
論
ほ
ど

の
簡
潔
性
を
備
え
て
い
な
い
が
、
両
理
論
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
情
動
と
い
う
観
点
か
ら
均
衡
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
政
策
決
定
過
程
を

理
解
可
能
に
す
る
説
明
力
を
備
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
が
既
存
の
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
や
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
異

な
る
主
な
点
で
あ
る
。

　
第
二
に
従
属
変
数
で
あ
る
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
と
い
う
均
衡
化
を
考
え
た
い
。
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
理
論
的
枠
組
み
に
お
い
て
、
日

独
伊
三
国
軍
事
同
盟
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
・
脅
威
に
対
す
る
均
衡
化
は
従
属
変
数
で
あ
る
リ
ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
（
特
に
過
大

均
衡
化
）
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
タ
リ
ア
フ
ェ
ロ
は
①
抑
止
と
し
て
の
条
約
の
効
果
が
欧
州
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
勝
利
に
依
存
し
、
②
日

本
の
政
策
決
定
者
は
ア
メ
リ
カ
が
同
同
盟
を
純
粋
な
防
衛
的
な
取
り
決
め
と
み
な
す
と
誤
認
識
し
て
、
③
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
を
抑
止
す

る
た
め
に
は
約
束
よ
り
も
脅
威
が
有
効
だ
と
誤
認
識
し
て
い
た
、
と
い
う
三
点
の
理
由
か
ら
、
こ
の
行
動
が
リ
ス
ク
追
求
的
で
あ
っ
た
と

指
摘
し
て
い
）
98
（

る
。
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
は
日
本
の
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結
と
い
う
事
象
（
従
属
変
数
）
の
独
立
変
数
を
、
ア
メ
リ
カ
の

パ
ワ
ー
・
脅
威
に
お
く
点
は
脅
威
均
衡
理
論
や
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
同
じ
で
あ
）
99
（
る
。
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
が
脅
威
均
衡
理
論
や
ネ
オ
リ
ア
リ
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ズ
ム
と
異
な
る
点
は
、
媒
介
変
数
と
し
て
国
内
ア
ク
タ
ー
の
情
動
を
分
析
射
程
に
含
め
る
こ
と
で
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
政

策
決
定
過
程
を
経
て
・
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結
と
い
う
合
理
主
義
理
論
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱
的
な
リ
ス
ク
追
求

選
好
を
示
す
対
外
行
動
が
起
こ
っ
た
の
か
、
と
い
う
パ
ズ
ル
を
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
パ
ズ
ル
を
解
く
因
果
論
理
が
、
恐
怖
を
は

じ
め
と
す
る
学
習
促
進
型
情
動
に
基
づ
く
ア
ク
タ
ー
は
リ
ス
ク
回
避
的
な
均
衡
化
を
選
好
す
る
（
仮
説
①
）、
怒
り
を
は
じ
め
と
す
る
学

習
抑
制
型
情
動
に
基
づ
く
ア
ク
タ
ー
は
リ
ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
を
選
好
す
る
（
仮
説
②
）、
学
習
抑
制
型
情
動
に
基
づ
く
国
内
ア
ク

タ
ー
の
影
響
力
が
学
習
促
進
型
情
動
に
基
づ
く
国
内
ア
ク
タ
ー
の
影
響
力
を
凌
駕
す
る
時
に
国
家
の
リ
ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
が
実
行
さ

れ
る
（
仮
説
③
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
事
例
か
ら
全
て
の
因
果
論
理
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
日
独
伊
三
国

軍
事
同
盟
締
結
に
い
た
る
日
本
の
政
策
決
定
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
少
な
く
て
も
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
因
果
論
理
の
重
要
な
要
素
を

例
証
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
る
。

　
第
三
に
媒
介
変
数
で
あ
る
情
動
が
国
際
シ
ス
テ
ム
の
因
果
効
果
を
修
正
し
て
、
国
家
に
均
衡
化
を
決
定
さ
せ
た
プ
ロ
セ
ス
を
例
証
す
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
既
存
の
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
や
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
説
明
で
き
な
い
部
分
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
で
き

る
こ
と
が
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
強
み
で
あ
る
。
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
と
い
う
均
衡
化
が
決
定
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の

観
点
か
ら
俯
瞰
す
る
と
、
恐
怖
と
い
う
学
習
促
進
型
情
動
に
基
づ
く
吉
田
善
吾
海
相
と
い
う
国
内
ア
ク
タ
ー
の
影
響
力
が
、
怒
り
と
い
う

学
習
抑
制
型
情
動
に
基
づ
く
他
の
国
内
の
多
数
派
ア
ク
タ
ー
の
圧
力
の
も
と
で
国
内
政
治
プ
ロ
セ
ス
か
ら
消
滅
し
た
こ
と
が
、
集
合
体
で

あ
る
日
本
と
い
う
国
家
の
リ
ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
に
お
け
る
①
タ
イ
ミ
ン
グ
と
②
政
策
決
定
過
程
を
決
定
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
過
程
追
跡
法
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
。

　
ま
ず
、
学
習
抑
制
型
情
動
で
あ
る
怒
り
に
基
づ
く
ア
ク
タ
ー
は
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
に
積
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
松
岡
外
相

の
対
米
方
策
は
三
国
同
盟
と
日
ソ
提
携
を
梃
子
に
し
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
掲
げ
て
南
進
を
勧
め
、
三
国
同
盟
と
日
ソ
中
立
条
約
の
力

で
対
米
交
渉
を
進
め
る
も
の
で
あ
っ
）
100
（

た
。
松
岡
外
相
か
ら
は
強
力
な
学
習
抑
制
型
情
動
が
確
認
で
き
る
。
松
岡
外
相
は
「
独
伊
と
英
米
と
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結
ぶ
手
も
全
然
不
可
能
と
は
考
え
ぬ
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
支
那
事
変
は
米
の
い
う
と
お
り
処
理
し
、
東
亜
新
秩
序
等
の
望
み
は
や
め
、

少
な
く
と
も
半
世
紀
の
間
は
英
米
に
頭
を
下
げ
る
な
ら
い
い
。
そ
れ
で
国
民
は
承
知
す
る
か
、
十
万
の
英
霊
は
満
足
で
き
る
か
。
か
つ
ま

た
仮
り
に
英
米
側
に
つ
く
と
、
一
時
は
物
資
に
苦
し
ま
ぬ
が
、
前
大
戦
の
あ
と
で
ア
ン
ナ
目
に
会
っ
た
の
だ
か
ら
、
今
度
は
ド
ン
ナ
目
に

合
う
か
わ
か
ら
ぬ
。
い
わ
ん
や
蔣
は
抗
日
で
な
く
、
侮
日
排
日
は
い
っ
そ
う
強
く
な
る
。
ち
ゅ
う
ブ
ラ
リ
ン
で
は
行
か
ぬ
。
す
な
わ
ち
米

と
の
提
携
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
残
さ
れ
た
道
は
独
伊
提
携
以
外
に
な
し
」
と
主
張
し
て
い
）
101
（

る
。
こ
の
言
説
か
ら
は
仮
説
②
の
因
果
論
理
（
怒

り
↓
確
実
性
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
性
↓
リ
ス
ク
認
識
の
低
下
↓
リ
ス
ク
追
求
選
好
）
が
確
認
で
き
る
。
日
本
の
政
策
決
定
者
は
第
一
次
世
界
大

戦
後
の
不
当
な
扱
い
に
対
し
て
強
い
怒
り
（anger

）
を
抱
い
て
い
た
。「
戦
間
期
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
国
際
連
盟
規
約
に
人
種
平
等

の
原
則
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
日
本
人
の
間
で
は
憤
り
が
く
す
ぶ
り
続
け
）
102
（
た
」。
一
九
三
一
年
以
降
に
台
頭

し
て
き
た
日
本
の
現
状
打
破
主
義
は
、
西
洋
中
心
の
秩
序
を
人
種
の
問
題
と
結
び
つ
け
た
、
現
状
維
持
で
は
国
家
の
地
位
を
上
昇
で
き
な

い
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
）
103
（
た
。
こ
の
考
え
方
は
怒
り
（anger

）
と
い
う
情
動
を
喚
起
し
て
政
策
決
定
者
の
合
理
的
な
費
用
便
益

計
算
を
困
難
に
し
て
い
）
104
（
た
。
例
え
ば
三
国
同
盟
締
結
時
に
首
相
を
務
め
て
い
た
近
衛
は
、
一
九
一
八
年
の
時
点
で
既
に
「
国
際
連
盟
は
現

状
維
持
を
不
動
の
も
の
と
し
て
日
本
の
よ
う
な
台
頭
国
を
し
ず
め
る
」
こ
と
を
意
図
す
る
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
秩
序
体
制
で
あ
る
と
批

判
し
て
、「
こ
の
危
険
を
人
種
の
不
平
等
性
と
結
び
つ
け
て
、
将
来
に
日
本
が
直
面
す
る
状
況
と
一
九
一
四
年
に
お
け
る
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

二
世
の
下
の
ド
イ
ツ
の
状
況
を
比
較
し
て
い
）
105
（

る
」。
こ
の
怒
り
と
い
う
情
動
は
確
実
性
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
性
を
高
め
て
い
た
。「
た
と

え
、
一
時
的
な
平
和
を
求
め
て
わ
れ
わ
れ
が
国
策
の
一
部
を
放
棄
す
る
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
に
譲
歩
す
る
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
は
軍
事
的

な
立
場
を
強
め
て
お
り
、『
ま
ち
が
い
な
く
』
よ
り
多
く
の
譲
歩
を
わ
れ
わ
れ
に
求
め
て
く
る
で
あ
ろ
）
106
（

う
」、「
米
と
の
提
携
は
考
え
ら
れ

ぬ
。
残
さ
れ
た
道
は
独
伊
提
携
以
外
に
な
し
」
と
い
う
国
内
ア
ク
タ
ー
の
言
説
は
、
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
の
戦
略
的
根
拠
に
関
す
る
確

実
性
の
感
覚
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
確
実
性
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
性
は
リ
ス
ク
認
識
の
低
下
と
誤
認
識
を
生
ん
だ
。
九
月
一
九
日
の

御
前
会
議
で
松
岡
外
相
は
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
「
毅
然
た
る
態
度
の
表
示
」
に
よ
っ
て
「
冷
静
反
省
す
る
か
」
あ
る
い
は
「
ま
す
ま
す
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硬
化
し
て
い
っ
そ
う
険
悪
な
状
態
と
な
る
か
」
に
関
す
る
「
公
算
は
半
々
と
み
ら
れ
る
」
と
原
枢
府
議
長
に
述
べ
て
い
）
107
（
る
。「
公
算
が

半
々
」
で
あ
り
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
「
間
違
い
な
く
」
多
く
の
譲
歩
を
求
め
て
く
る
か
ら
「
残
さ
れ
た
道
は
独
伊
以
外
に
な
し
」
と
い

う
国
内
ア
ク
タ
ー
の
言
説
か
ら
は
リ
ス
ク
認
識
の
低
下
が
明
ら
か
に
読
み
取
れ
る
。「
三
国
同
盟
を
推
進
し
た
松
岡
の
論
理
は
、
三
国
同

盟
を
締
結
し
（
さ
ら
に
ソ
連
を
加
え
た
四
国
同
盟
を
成
立
さ
せ
て
）、
日
独
の
パ
ワ
ー
を
誇
示
し
て
威
嚇
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
譲
歩

す
る
」
と
「
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
傾
向
を
均
衡
化
で
は
な
く
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
と
誤
認
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
心
理
プ
ロ
セ
ス
に
は
リ
ス

ク
選
好
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
傾
向
自
体
に
対
す
る
誤
認
識
が
働
い
て
い
）
108
（
た
。
こ
の
リ
ス
ク
認
識
の
低
下
は
国
内

ア
ク
タ
ー
の
リ
ス
ク
追
求
選
好
を
生
ん
で
い
た
。
松
岡
の
政
策
は
「
ア
メ
リ
カ
に
た
い
し
戦
争
を
も
あ
え
て
辞
せ
ぬ
覚
悟
を
表
示
す
る
」

「
瀬
戸
際
政
策
」
で
あ
り
、「
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
は
彼
の
見
と
お
し
が
誤
り
で
あ
り
『
瀬
戸
際
政
策
』
の
破
綻
を
立
証
す
る
」
も
の
で

あ
っ
）
109
（

た
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
強
力
な
学
習
抑
制
型
情
動
に
基
づ
く
三
国
同
盟
推
進
派
の
政
策
路
線
は
、
恐
怖
と
い
う
学
習
促
進
型
情
動
に
基
づ

く
ア
ク
タ
ー
の
存
在
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
吉
田
善
吾
海
相
の
松
岡
路
線
へ
の
反
対
は
、
日
本
の
日
独
伊
軍
事
同
盟
締
結
と
い
う

リ
ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
を
抑
制
す
る
重
要
な
因
果
効
果
を
発
揮
し
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
夏
の
首
脳
会
談
を
通
じ
て
吉
田
善
吾
海
相
は

対
英
米
戦
に
対
す
る
恐
怖
に
基
づ
き
「
専
ら
持
久
力
如
何
の
見
地
か
ら
米
国
の
全
面
禁
輸
↓
蘭
印
攻
略
↓
対
米
開
戦
覚
悟
と
い
う
軍
令
部

の
論
理
に
は
難
色
」
を
示
し
て
い
）
110
（
た
。
八
月
二
日
に
吉
田
海
相
は
「
日
本
海
軍
は
米
国
に
対
し
一
年
し
か
戦
え
ぬ
、
足
許
の
な
い
海
軍
で

は
な
い
か
、
し
か
も
米
国
は
持
久
戦
に
出
る
で
あ
ろ
う
、
海
軍
軍
備
と
持
久
戦
と
の
関
係
に
つ
い
て
軍
令
部
に
お
い
て
深
刻
な
研
究
を

や
っ
て
貰
い
度
い
」
と
述
べ
て
い
）
111
（

る
。
吉
田
海
相
の
言
葉
は
「
戦
争
ノ
決
意
ヲ
為
シ
テ
ヨ
リ
少
ナ
ク
ト
モ
準
備
ニ
八
ヵ
月
ヲ
要
ス
ル
故
戦

ハ
ナ
ル
ベ
ク
オ
ソ
キ
程
宜
シ
イ
」
と
天
皇
に
奉
答
し
た
伏
見
宮
・
軍
令
部
総
長
の
単
純
な
物
言
い
と
は
異
な
る
、「
複
雑
な
慎
重
さ
」
を

備
え
て
い
）
112
（

た
。
吉
田
海
相
は
対
米
慎
重
論
者
や
不
戦
論
者
が
「
武
士
の
風
上
に
も
お
け
な
い
臆
病
者
」
と
烙
印
を
押
さ
れ
か
ね
な
い
あ
り

さ
ま
を
呈
す
る
状
況
の
中
で
日
ま
し
に
孤
立
し
）
113
（
て
、
健
康
を
悪
化
さ
せ
て
九
月
四
日
に
海
相
を
辞
任
す
る
に
い
た
っ
た
。
参
謀
本
部
側
の
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機
密
戦
争
日
誌
は
八
月
一
二
日
に
「
対
独
伊
交
渉
進
マ
ズ
。
海
軍
大
臣
ニ
テ
研
究
中
ナ
リ
ト
嗚
呼
」
と
記
し
て
い
）
114
（
る
。
以
上
の
吉
田
海
相

の
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
へ
の
消
極
性
に
は
、
学
習
抑
制
型
情
動
に
基
づ
く
国
内
ア
ク
タ
ー
ほ
ど
は
明
確
に
因
果
論
理
が
表
れ
て
い
な
い

が
、
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
は
仮
説
①
の
因
果
論
理
で
あ
る
「
恐
怖
↓
不
確
実
性
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
性
↓
リ
ス
ク
認
識
の
上
昇

↓
リ
ス
ク
回
避
選
好
」
が
確
認
で
き
る
。「
海
相
更
迭
の
三
国
同
盟
成
立
に
た
い
す
る
意
義
は
決
定
的
」
で
あ
っ
）
115
（
た
。
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム

は
異
な
る
情
動
に
基
づ
く
国
内
ア
ク
タ
ー
の
対
立
が
国
家
の
均
衡
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
重
要
な
因
果
効
果
を
与
え
る
と
考
え
る
。
吉
田
海

相
の
後
任
の
「
及
川
古
志
郎
の
海
相
就
任
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
は
三
国
同
盟
に
大
き
く
傾
い
）
116
（
た
」。
学
習
抑
制
型
情
動
に
基
づ
く
吉
田

海
相
の
辞
任
は
、
日
本
の
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
と
い
う
均
衡
化
を
急
速
に
促
進
し
た
。
こ
こ
で
仮
説
③
「
学
習
抑
制
型
情
動
を
持
つ
国

内
ア
ク
タ
ー
の
影
響
力
が
学
習
促
進
型
情
動
を
持
つ
国
内
ア
ク
タ
ー
の
影
響
力
を
凌
駕
す
る
時
に
国
家
の
リ
ス
ク
追
求
的
な
均
衡
化
が
実

行
さ
れ
る
」
が
確
認
で
き
る
。

　
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
論
理
か
ら
考
え
る
と
、
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
は
対
米
抑
止
と
蘭
印
・
仏
印
で
の
利
益
を
獲
得
す
る
た
め
の
バ

ン
ド
ワ
ゴ
ン
と
い
え
る
。
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
主
要
パ
ー
ト
ナ
ー
国
と
標
的
国
の
国
力
状
況
は
「
独
伊＜

米

英
」
で
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
が
純
粋
な
利
益
獲
得
の
た
め
の
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
で
あ
る
可
能
性
は
低
）
117
（
い
。
仮
に
米
英
と
い
う
脅
威
が
存
在

し
な
け
れ
ば
「
日
本
は
単
独
で
ア
ジ
ア
の
覇
権
を
め
ざ
し
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
独
伊
と
軍
事
同
盟
を
結
ぶ
必
要
」
が
な
い
た
め
、
日
独
伊

三
国
軍
事
同
盟
が
脅
威
対
抗
と
利
益
獲
得
の
た
め
の
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
と
い
う
二
重
の
目
的
を
持
っ
て
い
た
と
も
言
い
難
）
118
（
い
。
情
動
リ
ア
リ

ズ
ム
は
こ
れ
ら
の
既
存
の
理
論
が
見
逃
し
て
い
る
国
内
要
因
の
情
動
と
い
う
観
点
か
ら
、
米
国
の
パ
ワ
ー
・
脅
威
に
対
す
る
均
衡
化
で
あ

る
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結
の
①
タ
イ
ミ
ン
グ
（
学
習
促
進
型
情
動
に
基
づ
く
ア
ク
タ
ー
の
国
内
政
治
上
の
勝
利
と
い
う
観
点
）
と
②
政
策
決

定
過
程
（
学
習
抑
制
型
情
動
に
基
づ
く
誤
認
識
と
い
う
観
点
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
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六
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
情
動
に
基
づ
い
て
リ
ア
リ
ズ
ム
の
勢
力
均
衡
理
論
の
パ
ズ
ル

―
ど
の
よ
う
に
国
家
は
勢
力
均
衡
行
動
を
決
定
す
る
の
か

―
を
理
論
・
方
法
論
の
観
点
か
ら
再
解
釈
し
た
。
第
二
章
で
は
情
動
が
リ
ア
リ
ズ
ム
の
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
中
心
概
念

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
、
第
三
章
で
は
情
動
を
人
間
の
学
習
効
率
と
い
う
観
点
か
ら
学
習
促
進
型
情
動
（
例
え
ば
、
恐
怖
・
不
安
・
懸

念
）
と
学
習
抑
制
型
情
動
（
例
え
ば
、
不
満
・
怒
り
・
激
怒
・
情
熱
）
に
分
け
る
情
動
学
習
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。
第
四
章
で
は
情
動
学
習

モ
デ
ル
を
リ
ア
リ
ズ
ム
に
応
用
し
て
勢
力
均
衡
理
論
の
パ
ズ
ル

―
ど
の
よ
う
に
国
家
は
勢
力
均
衡
行
動
を
決
定
す
る
の
か

―
に
対
す

る
一
つ
の
解
釈
と
し
て
、
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
新
た
な
勢
力
均
衡
理
論
の
理
念
型
を
提
示
し
た
。
第
五
章
で
は
日
本
の
対
米
開
戦
を

事
例
と
し
て
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
因
果
論
理
を
例
証
し
た
。
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
は
近
年
台
頭
す
る
政
治
学
に
お
け
る
脳
科
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
重
要
な
含
意
（
学
術
的
貢
献
）
が
あ
）
119
（
る
。
脳
科
学
の
進
展
は
人
間
の
心
は
ロ
ッ
ク
が
主
張
す
る
よ
う
な
空
白
の
石
版
で
は
な
く
情
動

と
い
う
生
得
的
な
装
置
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
情
動
は
人
間
の
学
習
効
率
に
生
得
的
な
一
定
の
条
件
を
与
え
て
い
る
。

政
治
学
の
観
点
か
ら
国
際
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
国
家
の
対
外
行
動
を
掘
り
下
げ
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の

社
会
学
的
要
因
や
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
経
済
学
的
要
因
を
は
じ
め
と
す
る
可
変
的
な
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
リ
ア
リ
ズ
ム
が
主
張
す
る

情
動
と
い
う
不
変
的
な
生
物
学
的
要
因
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
今
後
の
課
題
は
情
動
リ
ア
リ
ズ
ム
の
因
果
論
理
を
、
脳
科
学

研
究
の
知
見
を
さ
ら
に
吟
味
し
て
方
法
論
的
に
洗
練
し
て
、
事
例
研
究
の
拡
充
を
通
じ
て
本
格
的
に
検
証
す
る
作
業
に
あ
る
。

（
1
）  

空
白
の
石
版
と
は
「
人
間
の
心
は
固
有
の
構
造
を
も
た
な
い
白
紙
状
態
で
、
社
会
や
そ
の
人
自
身
が
思
い
の
ま
ま
に
書
き
込
め
る
と
い
う
考

え
」
を
意
味
す
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ピ
ン
カ
ー
（
山
下
篤
子
訳
）『
人
間
の
本
性
を
考
え
る

―
心
は
「
空
白
の
石
版
」
か

―
』
上
巻
（
Ｎ
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Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
二
四
頁
。
国
際
政
治
学
に
お
け
る
生
ま
れ
と
育
ち
の
論
争
に
関
し
て
は
、D

uncan S. A. Bell, Paul K. M
acD
on-

ald, and Bradley A. Thayer, 

“Start the Evolution w
ithout U

s,

” International Security 26, no. 1 （2001

）: 187 -198. 

を
参
照
。

（
2
）  Kenneth N. W

altz, Theory of International Politics （Reading, M
ass.: Addison-W

esley, 1979

）.
（
3
）  
個
人
を
対
象
と
す
る
第
一
イ
メ
ー
ジ
は
必
ず
し
も
先
天
的
な
生
物
学
的
要
因
で
あ
る
人
間
性
（hum

an nature

）
と
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
合
理
的
選
択
理
論
は
第
一
イ
メ
ー
ジ
の
理
論
で
あ
る
が
、
生
物
学
的
要
因
の
人
間
性
で
は
な
く
ア
ク
タ
ー
の
規
範
的
な
合
理
性
を
仮
定
す

る
。Jonathan M

ercer, 

“Hum
an N

ature and the First Im
age: Em

otion in International Politics,

” Journal of International Rela-
tions and D

evelopm
ent 9, no. 3 （2006

）: 288 -289.

（
4
）  A. A. G. Ross, 
“Realism

, Em
otion, and D

ynam
ic Allegiances in G

lobal Politics,

” International Theory 5, no. 2 

（2013

）: 273 -
299.

（
5
）  Jennifer M

itzen and Randall L. Schw
eller, 

“Know
ing the U

nknow
n U
nknow

ns: M
isplaced Certainty and the O

nset of W
ar,

” 
Security Studies 20, no. 1 （2011

）: 23.

（
6
）  

国
際
政
治
理
論
研
究
に
お
け
る
生
物
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
に
関
し
て
は
、Jennifer Sterling-Folker, M

aking Sense of Interna-
tional Relations Theory （Boulder, CO.: Lynne Rienner, 2006

）, 283 -301. 

を
参
照
。

（
7
）  

ピ
ン
カ
ー
『
人
間
の
本
性
を
考
え
る
』
上
巻
、
三
二
―
三
七
頁
。

（
8
）  Ross, 

“Realism
, Em

otion, and D
ynam

ic Allegiances in G
lobal Politics.

”

（
9
）  Jonathan M

ercer, 

“Em
otional Beliefs,

” International O
rganization 64, no. 01 

（2010

）, 1‒31. 

ま
た
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
Ｒ
・
ダ
マ
シ

オ
（
田
中
三
彦
訳
）『
デ
カ
ル
ト
の
誤
り

―
情
動
、
理
性
、
人
間
の
脳

―
』（
ち
く
ま
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
10
）  

メ
ー
サ
ー
は
国
際
政
治
に
お
け
る
情
動
の
重
要
性
を
様
々
な
形
で
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
中
心
的
な
主
張
は
情
動
が
政
策
決
定

者
に
合
理
性
や
戦
略
性
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。Jonathan M

ercer, 

“Em
otion and Strategy in the Korean W

ar,

” International 
O
rganization 67, no. 02 

（2013

）: 221 -252; M
ercer, 

“Em
otional Beliefs

”; M
ercer, 

“Hum
an N

ature and the First Im
age

”; and 
Jonathan M

ercer, 

“Rationality and Psychology in International Politics,

” International O
rganization 59, no. 1 （2005

）: 77 -106.

（
11
）  

例
え
ば
国
際
政
治
理
論
家
は
信
頼
性
（credibility

）、
過
信
（overconfidence

）、
確
実
性
（certainty

）、
怒
り
（anger

）
を
は
じ
め
と
す

る
特
定
の
情
動
を
分
析
し
て
い
る
。
信
頼
性
に
関
し
て
は
、M

ercer, 

“Em
otion and Strategy in the Korean W

ar

”; M
ercer, 

“Em
otional 

Beliefs.

” 

を
参
照
。
過
信
に
関
し
て
は
、D

om
inic D.P. Johnson and D

om
inic Tierney, 

“The Rubicon Theory of W
ar: H

ow
 the Path 
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to Conflict Reaches the Point of N
o Return,

” International Security 36, no. 1 

（2011

）: 7 -40. 

を
参
照
。
確
実
性
に
関
し
て
は
、

M
itzen and Schw

eller, 

“Know
ing the U

nknow
n U
nknow

ns.

” 

を
参
照
。
怒
り
に
関
し
て
は
、Todd H

. H
all, 

“We W
ill N
ot Sw

allow
 

This Bitter Fruit: Theorizing a D
iplom

acy of Anger,

” Security Studies 20, no. 4 （2011

）: 521 -555. 

を
参
照
。

（
12
）  
勢
力
均
衡
理
論
研
究
は
リ
ア
リ
ズ
ム
が
中
心
で
あ
る
が
、
非
リ
ア
リ
ズ
ム
の
勢
力
均
衡
理
論
研
究
も
存
在
す
る
。D

aniel H
. N
exon, 

“Re-
view

: The Balance of Pow
er in the Balance,

” W
orld Politics 61, no. 2 

（2009

）: 339. 

本
稿
で
再
解
釈
す
る
勢
力
均
衡
理
論
は
主
に
リ

ア
リ
ズ
ム
の
研
究
に
限
定
す
る
。

（
13
）  

情
動
は
勢
力
均
衡
の
み
な
ら
ず
、
核
拡
散
や
復
讐
（revenge

）
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
政
治
の
様
々
な
現
象
の
解
明
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

核
拡
散
に
関
し
て
は
、Jacques E. C. H

ym
ans, The Psychology of N

uclear Proliferation: Identity, Em
otions, and Foreign Policy 

（N
ew
 York: Cam

bridge U
niversity Press, 2006

）. 

を
参
照
。
復
讐
に
関
し
て
は
、O

ded Löw
enheim

 and G
adi H

eim
ann, 

“Revenge 
in International Politics,

” Security Studies 17, no. 4 （2008

）: 685 -724. 

を
参
照
。

（
14
）  

メ
ー
サ
ー
は
情
動
（em

otion

）
と
感
情
（feeling

）
を
同
義
と
指
摘
し
て
い
る
。M

ercer, 

“Em
otional Beliefs,

” 3. 

本
稿
も
情
動
と
感
情

を
基
本
的
に
同
義
と
す
る
が
、
潜
在
意
識
と
顕
在
意
識
の
両
次
元
に
あ
る
情
動
を
主
に
顕
在
意
識
に
あ
る
感
情
を
包
含
す
る
上
位
概
念
と
す
る
。

（
15
）  Ross, 

“Realism
, Em

otion, and D
ynam

ic Allegiances in G
lobal Politics

”; Bradley A. Thayer, 

“Bringing in D
arw
in: Evolution-

ary Theory, Realism
, and International Politics,

” International Security 25, no. 2 （2000

）: 124 -151; and N
eta C. Craw

ford, 

“The 
Passion of W

orld Politics: Propositions on Em
otion and Em

otional Relationships,

” International Security 24, no. 4 

（2000

）: 
120.

（
16
）  W

altz, Theory of International Politics.

（
17
）  Stephen G. Brooks, 

“Dueling Realism
s,

” International O
rganization 51, no. 3 （1997

）: 449.

（
18
）  Steven E. Lobell, N

orrin M
. Ripsm

an, and Jeffrey W
. Taliaferro, N

eoclassical Realism
, the State, and Foreign Policy 

（N
ew
 

York: Cam
bridge U

niversity Press, 2009

）.

（
19
）  Jeffrey W

. Taliaferro, 

“State Building for Future W
ars: N

eoclassical Realism
 and the Resource-Extractive State,

” Security 
Studies 15, no. 3 

（2006

）: 483; and Jennifer Sterling-Folker, 
“Realism

 and the Constructivist Challenge: Rejecting, Recon-
structing, or Rereading,

” International Studies Review 4, no. 1 （2002
）: 73 -97.

（
20
）  Shiping Tang, A

 Theory of Security Strategies for O
ur Tim

e: D
efensive Realism

 （N
ew
 York: Palgrave M

acm
illan, 2010

）, 10 -
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11; W
illiam

 C. W
ohlforth, 

“Realism
,

” in Christian Reus-Sm
it and D

uncan Snidal, eds., The O
xford H

andbook of International 
Relations 

（O
xford: O

xford U
niversity Press, 2008

）, 133; Lobell, Ripsm
an, and Taliaferro, 

“Introduction,

” 14; Randall L. 
Schw

eller and D
avid Priess, 

“A Tale of Tw
o Realism

s: Expanding the Institutions D
ebate,

” M
ershon International Studies Re-

view 41, no. 1 （1997

）: 6; and Robert G. G
ilpin, 

“No O
ne Loves a Political Realist,

” Security Studies 5, no. 3 （1996

）: 7.
（
21
）  Lobell, Ripsm

an, and Taliaferro, 

“Introduction,

” 14.

（
22
）  
社
会
心
理
学
に
関
し
て
は
、Jonathan M

ercer, 

“Anarchy and Identity,

” International O
rganization 49, no. 02 

（1995

）: 229 -252. 

を
参
照
。 
進
化
生
物
学
に
関
し
て
は
、Thayer, 

“Bringing in D
arw
in.

” 

を
参
照
。

（
23
）  Tang, A

 Theory of Security Strategies for O
ur Tim

e, 10 -11; Lobell, Ripsm
an, and Taliaferro, 

“Introduction,

” 14; and 
Schw

eller and Priess, 

“A Tale of Tw
o Realism

s,

” 6.

（
24
）  Lobell, Ripsm

an, and Taliaferro, 

“Introduction,

” 14.

（
25
）  Tang, A

 Theory of Security Strategies for O
ur Tim

e, 10 -11; W
ohlforth, 

“Realism
,

” 133; Lobell, Ripsm
an, and Taliaferro, 

“In-
troduction,

” 14 -15; Schw
eller and Priess, 

“A Tale of Tw
o Realism

s,

” 6; and G
ilpin, 

“No O
ne Loves a Political Realist,

” 8.

（
26
）  Schw

eller and Priess, 

“A Tale of Tw
o Realism

s,

” 6.

（
27
）  Lobell, Ripsm

an, and Taliaferro, 
“Introduction,

” 14 -15.

（
28
）  Tang, A

 Theory of Security Strategies for O
ur Tim

e, 10 -11; W
ohlforth, 

“Realism
,

” 133; and Schw
eller and Priess, 

“A Tale of 
Tw
o Realism

s,

” 6.

（
29
）  W

altz, Theory of International Politics.

（
30
）  Stephen M
. W
alt, The O

rigins of A
lliances （Ithaca: Cornell U

niversity Press, 1987

）.

（
31
）  Randall L. Schw

eller, D
eadly Im

balances: Tripolarity and H
itler's Strategy of W

orld Conquest （N
ew
 York: Colum

bia U
niver-

sity Press, 1998

）.

（
32
）  Jeffrey W

. Taliaferro, Balancing Risks: G
reat Power Intervention in the Periphery （Ithaca: Cornell U

niversity Press, 2004

）.

（
33
）  Randall L. Schw

eller, U
nanswered Threats: Political Constraints on the Balance of Power 

（Princeton: Princeton U
niversity, 

2006

）.

（
34
）  Jennifer S. Lerner and D

acher Keltner, 

“Beyond Valence: Tow
ard a M

odel of Em
otion-Specific Influences on Judgem

ent 
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and Choice,

” Cognition &
 Em
otion 14, no. 4 （2000

）: 473 -493; Jennifer S. Lerner and D
acher Keltner, 

“Fear, Anger, and Risk,

” 
Journal of Personality and Social Psychology 81, no. 1 

（2001

）: 146 -159; Seunghee H
an, Jennifer S. Lerner, and D

acher Kelt-
ner, 

“Feelings and Consum
er D
ecision M

aking: The Appraisal-Tendency Fram
ew
ork,

” Journal of Consum
er Psychology 17, no. 

3 
（2007

）: 158 -168; M
ing-H

ong Tsai and M
aia J. Young, 

“Anger, Fear, and Escalation of Com
m
itm
ent,

” Cognition &
 Em
otion 

24, no. 6 （2009

）: 962 -973; and J. Y. Lu, X. F. Xie, and R. G. Zhang, 

“Focusing on Appraisals: H
ow
 and W

hy Anger and Fear 
Influence D

riving Risk Perception,

” Journal of Safety Research 45

（2013

）: 65 -73.

（
35
）  G

eorge E. M
arcus, M

ichael M
acKuen, and W

. Russell N
eum
an, 

“Parsim
ony and Com

plexity: D
eveloping and Testing Theo-

ries of Affective Intelligence,

” Political Psychology 32, no. 2 （2011

）: 323 -336; G
eorge E. M

arcus, W
. Russell N

eum
an, and M

i-
chael M

acKuen, A
ffective Intelligence and Political Judgm

ent （Chicago: U
niversity of Chicago Press, 2000

）; and G. E. M
arcus 

and M
. B. M

ackuen, 
“Anxiety, Enthusiasm
, and the Vote: the Em

otional U
nderpinnings of Learning and Involvem

ent D
uring 

Presidential Cam
paigns,

” Am
erican Political Science Review 87, no. 3 （1993

）: 672 -685.

（
36
）  Lerner and Keltner, 

“Beyond Valence,

” 473 -493.

（
37
）  Lerner and Keltner, 

“Fear, Anger, and Risk,

” 147.

（
38
）  Ibid., 146 -147.

（
39
）  Ibid., 147.

（
40
）  

状
況
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（situational control

）
と
は
事
態
が
人
間
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
、
非
人
間
的
な
周
囲
の
環
境
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
評
価
を
意
味
す
る
。

（
41
）  Lerner and Keltner, 

“Fear, Anger, and Risk,

” 146 -159.

（
42
）  

個
人
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（individual control

）
と
は
事
態
が
非
人
間
的
な
周
囲
の
環
境
で
は
な
く
、
人
間
個
人
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
評
価
を
意
味
す
る
。

（
43
）  

ま
た
幸
せ
（happy

）
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
情
動
は
、
恐
怖
で
は
な
く
怒
り
に
類
似
し
た
効
果
を
有
し
て
お
り
人
間
の
楽
観
的
な
判
断
と
選
択

に
関
わ
っ
て
い
る
。Lerner and Keltner, 

“Fear, Anger, and Risk,

” 146 -159.

（
44
）  M

arcus, N
eum
an, and M

acKuen, 

“Parsim
ony and Com

plexity,

” 324; and M
arcus, N

eum
an, and M

acKuen, A
ffective Intelli-

gence and Political Judgm
ent, 45 -64, 164 -165. 

感
情
知
能
理
論
に
限
ら
ず
一
般
的
に
認
知
心
理
学
で
は
、
特
定
の
反
応
を
習
慣
的
に
す
る
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傾
向
（
例
え
ば
無
意
識
に
、
印
刷
さ
れ
た
単
語
を
み
る
と
頭
の
中
で
発
音
す
る
傾
向
）
を
習
慣
シ
ス
テ
ム
（
感
情
知
能
理
論
に
お
け
る
属
性
シ
ス

テ
ム
に
対
応
）、
習
慣
的
な
反
応
よ
り
も
優
先
し
て
指
定
さ
れ
た
問
題
（
例
え
ば
意
識
的
に
、
印
刷
さ
れ
た
単
語
の
色
を
答
え
る
課
題
）
に
関
連

す
る
情
報
に
注
意
を
集
中
さ
せ
る
傾
向
を
監
視
注
意
シ
ス
テ
ム
（
感
情
知
能
理
論
に
お
け
る
警
戒
シ
ス
テ
ム
に
対
応
）
と
呼
ぶ
。
ピ
ン
カ
ー
『
人

間
の
本
性
を
考
え
る
』
上
巻
、
八
八
―
八
九
頁
。
本
稿
で
は
情
動
を
学
習
効
率
と
い
う
観
点
か
ら
、
監
視
注
意
・
警
戒
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
情

動
（
恐
怖
・
不
安
・
懸
念
な
ど
）
を
学
習
促
進
型
情
動
、
習
慣
・
属
性
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
情
動
（
不
満
・
怒
り
・
激
怒
・
情
熱
な
ど
）
を
学

習
抑
制
型
情
動
と
定
義
す
る
。

（
45
）  M

arcus, N
eum
an, and M
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